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福田 大真さん（50)
株式会社モコカコンサルティング 代表取締
役法政大学 経営大学院 特任講師

中小企業診断士 /MBA/ 経営情報修士 /行政書士
情報処理技術者 (上級シスアド)/DX認定サポータ

大学はアルコールの醸造専門課程を修了。
お酒をこよなく愛し、お酒にまつわる仕事を最優先し
全国を飛び回っている。

ー大真 ようやくお会い出来ました。なんとお呼びすれ
ばよいでしょうか？

ーアレクシス 頭の中はウィスキーで一杯です（笑）。
アレクシスかアレと呼ばれることが多いです。

ー大真 このあと、私がウィスキーを教えてもらった
銀座のバーでアイラ島縛りで飲みましょう（笑）。

ー大真 そもそもメーカーは何が売れるかが分からな
い。自分はレシピとか調合の仕方を伝えてます。加える
シナモンが一緒でも加工の仕方で全然違う、ここが
腕の見せ所なんです。すごく楽しいですよ。

ー大真 ではアレクシスさんで（笑）。冒頭からなんなん
ですが、先週スコットランドの蒸留所巡りから戻られた
そうで。私はわざと行かずに取ってあるんですよ。

ーアレクシス 私からは大真さんでいいですか？（笑） 
大真さんはお酒を造っているんですか？

ーアレクシス 大真さんの表情で分かります（笑）。
私のJigee Curlsブランドのヘアケア製品も同じで、
OEMメーカーは作ったことがなく売り方も分からない。
私からレシピを伝えて作ってもらい消費者にお届けして
いるんです。分野は違うけどアプローチは似てますね。
お酒の魅力に取りつかれたのは幼少の頃の出来事が
きっかけだったと伺っているんですが。

ーアレクシス へえ。この写真ですね。ウィスキーみたい
ですね。美味しいんですか？

ーアレクシス 実務を経験してたから合格ですか？

ーアレクシス それはすごい。学生にはどう指導を？

ーアレクシス 今日の大真さんのお話は、信念というか
軸があってその通りに進まれている。とても勉強になり
ました。深い話はアイラ島のウィスキーを飲みながらと
いうことで（笑）。

ーアレクシス そうなんです。スコットランドのアイラ島
でウィスキーを堪能してきました。種類もそうですが量
もかなり。飲まなきゃ損みたいな感じで...まだあちらに
いる気分です。

98

bito

チャレンジ人

西沢アレクシス涼子 Jigee Carls 代表（28） 
アフリカンアメリカンの父と日本人の母を持ち、昨年９月に
「Jigee Carls」を立ち上げ、カーリーヘア向けのスタイリング
剤を開発し販売する一方で、スタイリングセミナーや美容師
の育成指導も実施。趣味はウィスキー研究他。

インタビュアー

お酒を軸に企業のコンサルティングで実績を上げられている福田大真さんと、スコッチウィスキーに一家言のある
西沢アレクシス涼子さんを引き合わせたら、面白い話が聞けそうだと思ったことがきっかけです。
専門的な話も多々ありましたが、「チャレンジ人」らしい部分をピックアップしてお届けします。

ー大真 もっと大きくなってからです（笑）。小学５年生の
時に父親にサントリーの白州蒸留所（山梨県）の工場見
学に連れていってもらったんですね。

ーアレクシス 小学5年生の時の話ですよね？もう完全
に子供の頃（笑）。

ー大真 ウィスキーっぽい風味があって人気がありま
した。焼酎ブームがあってこの泡盛メーカーも売上
倍増させようと、中小企業診断士の方に入って頂き
二人三脚で2年間改善を図り、もうやることがなくなって
東京に戻りました。その方からは「君は経営コンサル
の資質があるからやったら」と何度も勧められて。その
方の真似をして10年間ほどやってました。

5年前に中小企業診断士を目指しました。一次に合格し
ておくと二次試験が免除となるMBAがあってお得だな
と。同時に行政書士も合格しました。

今50歳ですが、元々40歳になったら行政書士の勉強を
しようと決めてたんです。酒造免許などは行政書士の
仕事なんです。酒造のことも知っている、DXも知って
いる、酒税も知っているポジションを狙ってました。

大真　まさにそうなんです。15年間の修行期間は無駄
ではなかったなと。MBAに行って無茶苦茶厳しかった
んですけど、なんと卒業する時に講師の打診があった
んですね。これは意外でした。

ー大真　理論だけではダメだよ、研究するときには
絶対取材しなさい、現地に調べにいくんだよと伝え
てます。
ニッカの余市工場で学生が現地でIOTの実証実験
をさせて貰った際、福田先生にと特別なウィスキーを
くれたんです。もうそれこそ本気で感想のお礼を送った
ら、先月招待されて余市に伺いました。
いつも本気で会いたいと伝えるんですねこれが大事だ
と思ってます。

ー大真 工場で香りを嗅いだ時「なんていい香りがする
んだ。これ飲んだらどんな味がするんだろう？」って。
その時の香りは、いまでも強烈に覚えてます。

ー大真 IT企業に7年勤めて、沖縄の酒造メーカーで
ぴったりな募集があって転職したんです。

ー大真 すっかりアルコールの味を覚えてしまって、もう
中学校高校の頃もお酒のことしか考えてないですよ、
早く成人にならないかなって。高校の時にアルコールを
とにかく大量に作るための発酵を研究している先生を
見つけたんです。ああこれだと。受験はその先生がいる
大学一校だけ受けたんです。
後で聞いたら水で洗えない時に使うアルコール洗浄
剤を効率よく作るといった研究の専門でした（笑）
卒業する時は、就職氷河期でお酒業界は冷え切ってて。
IT系だったらそのうち酒造メーカーから声がかかる
だろうって。

ーアレクシス まるで、初恋の人に出会ってしまったよ
うな（笑）。

ーアレクシス やっぱりお酒なんですね（笑）。

「いつも本気で会いたいと伝えるんですね
これが大事だと思ってます。」
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山本英人さん

株式会社Mellow

静岡出身で小さいころから祖父母・両親が家族経営
する燃料の販売店で配達や店番の手伝いをしてい
ました。
そのため、将来いつでも手伝えるよう選んだのが、
商学部・会計学科です。大学に入学し最初の簿記講義
で、うん、これは天職だなと感じました。
一行の仕訳に取引のすべてが凝縮されている。配達や
店番のリアルな場面と仕訳がリンクし、複式簿記の
仕組みに感動したことを覚えています。
会計にのめり込み、朝8時から大学へ。日中講義の
合間に受験勉強、夜11時の閉門に合わせて帰宅。を
試験合格まで続けていました。

就職活動時はリーマンショックの最中で、監査法人は
狭き門。就職したくてもできない友人が続出した時代
でした。

そんな中で、あずさ監査法人に入所できたため、就職時
は監査法人から出るという選択肢はなかったのですが、
結果、３年で転身しました。

理由は2年連続でクライアントの粉飾決算を経験した
こと。監査人としての存在意義と、粉飾が起きる世の中
とのギャップを感じてしまいました。
であれば、監査される側になり、粉飾決算をしない、
させない会社を目指そうと思い、転身を決めました。

転身先のイグニスには上場準備のメンバーとして参加し
半年後に上場。間もなくコーポレート部門全体を率いる
なかで親会社への管理部門集約の弊害が顕在化、
子会社のMellowで管理部門を立ち上げることにしま
した。

Mellowでは管理部門を立ち上げながら資金調達を
実施し、シリーズBまでで累計19億円を調達しました。
ここまで順調でしたが、ここから自身の覚悟を問われ
た、大きなターニングポイントが訪れます。

当時、Mellowはティール組織を目指しており組織化を
していませんでした。その状態で100人近くの組織に
急拡大したことで、気づくと誰も全体像を把握できない
会社と化していたのです。

今振り返るとCFOとしても経営者としても未熟すぎ
ました。代表を支えるマインドを持ち管理部門・資金
調達にコミットする一方で、組織・事業へは口出しを
しなかったことが悪く作用したと感じています。
結果、全社で既存事業へのフォーカスが薄れ、新規
投資が次々と立ち上がり、単月６千万円の赤字を出す
状態に陥ってしまいました。

その状態で、さらに億単位の投資プロジェクトを代表が
進行していたことが顕在化します。

経営会議で議論を開始した頃には既にプロジェクトが
煮詰まった段階で、孤軍、何度も中止を訴えたものの
賛成多数で可決。
取締役会に諮ることになりました。

経営会議で決議されたからには自身の意思を押し
殺しましたが、取締役会当日、社外役員や主要株主
から反対意見が出され、
「現状の経営状況にも関わらずCFOは何をやっている
のか」と批判を浴びることに。
最終的に株主がストップをかけてプロジェクトは中止
しましたが、管理部員が全員、現状を顧みない経営に
愛想を尽かせ退職を選ぶという事態に発展しました。

この事態をきっかけに、それまでの『代表を支える』
マインドから『自身が経営者たる』マインドへと変え、
経営者として会社を牽引する覚悟が決まりました。

そこからは経営会議でも代表に対して「お前代表
だろ？行動で示せ、責任を取れ。できないなら自分
がやる」といった感じで、人事・組織領域も管掌下に
入れ、嫌われ役も厭わず、組織体制・カルチャーを
変貌させていきました。

2年経った今、Mellowは組織化が進み、単月黒字が
定着。自身の成果を自負していますが、自身だけで
も早期の変革は実現できなかったと思います。
ソフト面はそう簡単に変えられませんし、変えては
いけないこともある。
また、組織化の過程で部門間の対立構造を助長した
反省もあります。
ですが困難を経て、経営内が健全に議論し合え
『雨降って地固まる』関係性に昇華したことで危機を
乗り越えられたと思います。

私自身は今、以前にも増して経営者の一人として
コミットしています。そのため、肩書はCFOですが、
CFOとしてという感じはありません。

今の役割に関わらず、その時々で、自身が価値を
出せる、出すべきことをする。そこが拘りだと思って
います。

「経営会議で1人反対するも、多数決で案件は進むことに。その結果、管理部が瓦解。
これをきっかけに「覚悟」が決まりました。」
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中央大学在学中に公認会計士試験に合格、 あずさ監査法人を経て
株式会社イグニスでIPOを経験。当時、グループ会社だった
株式会社Mellowに参画。コーポレート部門を統括。

【好きな言葉・座右の銘】 
lead by example（範を示せ）
※監査法人時代KPMGが掲げていたValueの一つ
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は監査法人から出るという選択肢はなかったのですが、
結果、３年で転身しました。

理由は2年連続でクライアントの粉飾決算を経験した
こと。監査人としての存在意義と、粉飾が起きる世の中
とのギャップを感じてしまいました。
であれば、監査される側になり、粉飾決算をしない、
させない会社を目指そうと思い、転身を決めました。

転身先のイグニスには上場準備のメンバーとして参加し
半年後に上場。間もなくコーポレート部門全体を率いる
なかで親会社への管理部門集約の弊害が顕在化、
子会社のMellowで管理部門を立ち上げることにしま
した。

Mellowでは管理部門を立ち上げながら資金調達を
実施し、シリーズBまでで累計19億円を調達しました。
ここまで順調でしたが、ここから自身の覚悟を問われ
た、大きなターニングポイントが訪れます。

当時、Mellowはティール組織を目指しており組織化を
していませんでした。その状態で100人近くの組織に
急拡大したことで、気づくと誰も全体像を把握できない
会社と化していたのです。

今振り返るとCFOとしても経営者としても未熟すぎ
ました。代表を支えるマインドを持ち管理部門・資金
調達にコミットする一方で、組織・事業へは口出しを
しなかったことが悪く作用したと感じています。
結果、全社で既存事業へのフォーカスが薄れ、新規
投資が次々と立ち上がり、単月６千万円の赤字を出す
状態に陥ってしまいました。

その状態で、さらに億単位の投資プロジェクトを代表が
進行していたことが顕在化します。

経営会議で議論を開始した頃には既にプロジェクトが
煮詰まった段階で、孤軍、何度も中止を訴えたものの
賛成多数で可決。
取締役会に諮ることになりました。

経営会議で決議されたからには自身の意思を押し
殺しましたが、取締役会当日、社外役員や主要株主
から反対意見が出され、
「現状の経営状況にも関わらずCFOは何をやっている
のか」と批判を浴びることに。
最終的に株主がストップをかけてプロジェクトは中止
しましたが、管理部員が全員、現状を顧みない経営に
愛想を尽かせ退職を選ぶという事態に発展しました。

この事態をきっかけに、それまでの『代表を支える』
マインドから『自身が経営者たる』マインドへと変え、
経営者として会社を牽引する覚悟が決まりました。

そこからは経営会議でも代表に対して「お前代表
だろ？行動で示せ、責任を取れ。できないなら自分
がやる」といった感じで、人事・組織領域も管掌下に
入れ、嫌われ役も厭わず、組織体制・カルチャーを
変貌させていきました。

2年経った今、Mellowは組織化が進み、単月黒字が
定着。自身の成果を自負していますが、自身だけで
も早期の変革は実現できなかったと思います。
ソフト面はそう簡単に変えられませんし、変えては
いけないこともある。
また、組織化の過程で部門間の対立構造を助長した
反省もあります。
ですが困難を経て、経営内が健全に議論し合え
『雨降って地固まる』関係性に昇華したことで危機を
乗り越えられたと思います。

私自身は今、以前にも増して経営者の一人として
コミットしています。そのため、肩書はCFOですが、
CFOとしてという感じはありません。

今の役割に関わらず、その時々で、自身が価値を
出せる、出すべきことをする。そこが拘りだと思って
います。

「経営会議で1人反対するも、多数決で案件は進むことに。その結果、管理部が瓦解。
これをきっかけに「覚悟」が決まりました。」
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中央大学在学中に公認会計士試験に合格、 あずさ監査法人を経て
株式会社イグニスでIPOを経験。当時、グループ会社だった
株式会社Mellowに参画。コーポレート部門を統括。

【好きな言葉・座右の銘】 
lead by example（範を示せ）
※監査法人時代KPMGが掲げていたValueの一つ
























